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本日無事終業式が終わった。今年の大学入試は生徒たちが妥協しなかったのが特徴、進路面に起爆点の

「のろし」は上がったと考えている。 
各担当者より報告 
進路：入試結果では既卒生がよく検討している。また総合科学科の頑張りも目立つ。関関同立では同志

社・立命で合格者が大幅に増加した。 
骨太：ＴＯＥＦＬ，ＴＯＥＩＣでよくがんばっている。またＧＴＥＣでは今年度は１年生で満点の生徒

がでた。１．２年とも平均点は前年度までと比べてスコアがアップした。大阪府の国際関係学科

高校１０校の参加したインターナショナルフェスティバルでもスピーチコンテストで優勝する

など好成績を修めた。 
国際交流：来年度は１年生にタイ・フィンランド・アメリカ・フランスからの留学生を迎えるので、国

際科学科４クラスのすべてに留学生という状態になる。国際交流の受け入れ、海外研修とも例年

通り活発に行っている。 
ＳＳＨ：新しい取り組みとしてサイエンスカフェと沖縄科学研修を行った。ＳＳＨ中間評価で示された

問題点への取組みとして、２年での課題研究のグループ分けを変更した。 
ユネスコ：今年度の活動へ参加した生徒の報告により、本校生の交流による学びを実感している。来年

度はアジアフィールドスタディ（カンボジア）を実施予定。 
生活指導：遅刻は学校全体での取り組みにより激減した。本校では今年は問題が生じたとの報告はない

が府立高校全体では携帯電話でのトラブルが多発しているので注意が必要。道路交通法が改正さ

れたが、自転車での交通マナーの指導が今後の課題。 
討議 
進路について 
Ｑ 進路で自分の意思を通したというのは具体的にどういうことか？ 
Ａ 上位層ががんばった。高い志望校を妥協せずに受験した。 
Ｑ 現役合格にこだわらずにチャレンジしたということか？ 
Ａ クラスの男女比が総合科学科が男子生徒が多いこと影響しているかもしれないが、総合科学科でチ

ャレンジが目立った。 
Ｑ 海外への進学は今年はどうか？ 
Ａ 今年度は少ない。今年は生徒の目が国内に向き、国内の大学に進学したのちの留学へとシフトした

可能性がある。                                (裏面へ) 
 



（表面より続き） 
 ・進路についていい兆しを感じる。東工大・京大の合格はアピール度が大きい。また同志社の増加も

良い兆し。立命館は大阪に近くなったこと、近大は全員が留学できる国際学科への進学が増加したこ

とが読み取れるのでそのあたりの分析も必要。 
遅刻について 
Ｑ 数字での経年比較の資料から何が読み取れるか？ 
Ａ 教員の遅刻に対する指導の足並みがそろったのが結果に出たのだと感じる。 
Ｑ 遅刻へのさらに強い指導が必要では？ 
Ａ 規則でしばるのではなく、生徒の自覚が大切だと感じる。 
・薬には副作用もある。指導に対する悪影響の有無もチェックしていただきたい。 

登下校指導について 
Ｑ 具体的にどのような指導か？ 
Ａ 声掛けが基本。自転車でのイヤホン、雨天時の傘さしなどを指導している。 
Ｑ 交通安全協会の動画資料も利用してはどうか。厳しいしふぉどうを守らせるのも大切では？ 
・保険への加入も大切では。 

Ａ 自転車指導は精神性も大切。規則を作るよりも啓発を主眼に置くべきと感じる。 
・地域が動くと道路の整備も進みやすい。 

ＧＴＥＣについて 
・確実に書く力がついてきていることがわかった。海外の高校へ留学でできる１年生は６５名で、こ

れは昨年度の３２名、一昨年度の８名から大きく増えている。今後、入試もその方向に変わってい

くので成果がでるのではと思う。 
ＳＳＨについて 
Ｑ 中間報告で指摘されている問題点への対応はどうなっているのか？ 
Ａ 課題研究のグループ分けを行った。英語への取組みでは沖縄科学研修を活用する。台湾の中山女子

高との共同研究を模索中。課題研究をレポートをまとめ冊子にして１年へも配布することにより、

研究の継続も促す。 
・理科は打ち上げ花火ではなく継続が大切。外国語科は「使える英語」という方針によく理解してい

ただいているが、理科ではその点にまだ改善の余地がある。 
・レポートの作成だけでは弱い。中山女子高との共同研究も検討だけでは弱い。 
・普段の生徒の取組みが見えづらい。ＳＳＨは学校の大きなアピール点。大きな予算も受けているの

で対外的な情報発信が責務。 
Ｑ 沖縄ではＯＩＳＴを訪問したとのことだが、今後の生徒の進路への影響は？ 
Ａ ＯＩＳＴの興味を持って生徒もいたので、大学卒業後にＯＩＳＴを目指す生徒も出るかもしれない。

（注：ＯＩＳＴは大学院のみを持つので、他大学を卒業後に進学する学校である） 
Ｑ ＳＧＨではホームページを外部委託する予算もあるそうだが、ＳＳＨの予算でホームページを作れ

ないのか？ 
Ａ ＳＳＨ予算ではホームページ作成の予算要求はできないと理解している。 
 
校長：ご討議ありがとうございました。次年度もよろしくお願いします。 


